「物性グループ」,「100人委員」,「物小委」そして「物研連」(<特集>我国に於る物性物理の研究体制について) by 東北大物性グループ事務局
Title「物性グループ」,「100人委員」,「物小委」そして「物研連」(<特集>我国に於る物性物理の研究体制について)
Author(s)東北大物性グループ事務局








｢物性グループ ｣ , ｢ 100人委員 ｣ , ｢物小委｣.タI
東北大物性 グループ事務局
物性グループの事務局を東北大学で引き受けることになった とき,最初に話
レ合ったのは ｢物性 グループの存在意義,目的 ｣は一体何であろ うかとい うこ
とであるO とにか く今までの経過や グループOj組織形餅や 目的 を定めてあるは
ずの規約 を探 してみよ う,同時に ｢ 100人委 ｣｢物小委 ｣｢物研連 ｣など関
連のある組織 との関係をまずはっきりつかんでおこうとい う訳で,前事務局の
白鳥紀-氏 (阪大理), この方面の事情に くわ しい宮原将平氏 (北大理)にお
たずねし返事をいただいた . いずれ も｢正式の記録を調べた上での答ではな く
記隙によれば ････-｣とい うことであるが,まず我々の事務局報のはじめに こ
の二つ01手紙 と,事務局周辺の人々の記憶 をた よりに上述の諸点について要約
しておこう｡第 1図は宮原氏の手紙にあった各種の組織の相互関係を示す図で
ある0
1. 物性 グループ結成の目的は物性研の設立を推進することにあったようで あ
る｡ グループの一規約 として明文化されたものはなく (少 くも現事務局 にはひ
きつがれていない),時々に応じて柔軟に運営 されてきたようである｡個人
もしくは研究室毎の ブJv-プとして加入する と名簿に登録 される. 加入 した
個人または グループは,事務局の発行する事務局報 を受けとり,その代金
(会費)を納入するO会費は運営に必要な経費を考慮し事務局が決定するO
現在は年 5 rJO円であるO物性 グループの 名簿に登録 された人は次にのべ る
｢物性 10 0`人委員 ｣の選挙権を有する0
2, 物性 100人委員会は物性関係の研究者の意見を知るための機関 として醇
られ,_はじめは ｢50人委員 ｣であり,数年前増員されたO有権者は物性 グ
ループのメンバ-であるが,それは 牧名簿が出来ている"とい うpracti-
calな意味 からである｡被害挙人は物性 グル-プ加入者に限 らず,物性研 究
者であれは誰で もよい｡ 慣例では学術会誤の改選ごと (5年に 1回)にえら





的にはすべての物性研究者に対して責任をもつ ものとい うことがで きる0






い 【 (だか ら費用は物性関係の科研毅の吸上げによりまかなっている｡ )
委員の数はBTJKL煮Iで きめるo物小委は 100人賓員の選挙で きま りJSC
から発令 される(〕被選挙/付ま100人委員,物性 グループのメンバ-である
必要はない oJSC'J)期が変 った壌近の 4月の総会 ,窮 4部会において各研
連の設置が きまり,FLTK吾工の最初の集会 (6月頃)でいろいろな小委の設
常,人数が きまるO今期はこの物小委で低温の特定研究の促進 , 物性O-)'大型
プロジェク T･(netltr･017L,LS,lol_,など)'J7議論が行なわれたく)
4. 物理学研究連絡委員会 (BUK艮r)は学術余韻窮4部に腐する多 くの研連
の 1つであるL･)研連の第--の任務は国際的,窮二の任務はLj-3内の研究連絡で
あ り,学問の専門に応 じ,また国軟組織に対応 しておかれていると七日｣KE}t工
に対応する国際組織は 羊UPAP (=nt･rnaT,ioTlalLTnion ofPurei-uld
AT,Plied 二F'hy的cs)であるO 国際参議への代表派遣,特定研究のテーマ
を何にするかなどが BUKR工で決定される｡
二EHTKfH の黍員選出は 日本物理学会 (JPS)が行ない明文化された規定
があ り,その時期の "-BUTUiH "に掲載されるO選出方法ははじめは複雑
であったが ,次第に簡素化され,第 8期は直摸選挙になるようで ある｡
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